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中国からみた井真成墓誌の発見と最新研究
王　推坤
現在､私は京都の国際日本文化研究センター外国人研究員かつ共同研究会の代表者として来目
し､ 2007年4月1日から2008年3月31日まで一一年間､受入教授の宇野隆夫先生をはじめとする日本
国内の30人以上の研究者と共同研究を実施している｡私どもの共同研究会は､ ｢古代東アジアの
交流の総合的研究｣というテーマである｡もう少し具体的に言い換れば､ ｢古代東アジアの都城
制･陵墓制及び文物交流の総合的研究｣であり､専修大学の矢野建一一教授と土屋昌明教授も参加
されている｡そのほか､多くの研究者が私どもの共同研究会に参加しており､これは共同研究代
表者の私にとって､何より嬉しいことである｡
さて本日(2007年10月27日)は､専修大学副学長･東アジア世界史研究センター研究代表荒木
敏夫教授のご好意によって､乗アジア世界史研究センター主催で｢中国からみた井真成墓誌の発
見と最新研究｣というタイトルの講演をさせていただき､本当に光栄である｡学界の皆様の忌博
のないご意見を賜れば､幸いに思う｡
井真成墓誌の発見から､すでに三年が経ち､その研究はますます高まっている｡しかし､未解
決の問題はまだ残されている｡ここでは､主に以下の5つの疑問点をめぐって再検討し､特に井
真成墓誌に対する私の最新研究成果を述べたいと思う｡
1　井真成墓誌発見の経緯と研究現状
思えば､四年前の2004年4月頃､陳酉省のある建築会社が､西安市の東郊外においてショベル
カーで不法工事をしていた時､偶然にも唐の都･長安で死去した在唐の日本人留学生井真戒とい
う人物の墓誌を掘り出し､すぐ民間の文物市場に秘密裏に売り出したのであった｡その際､西北
大学歴史博物館の副館長貫表明氏は､この情報を聞いて､早一連この文物市場へ調査に行った｡特
あさ{,i
に墓誌銘の2行目に陰刻している｢公､姓井､字東成｡国号R本｣に注目した｡その時､貫氏は
わざわざ私の所-電話で連絡し､単に墓誌の様子を詳しく伝えただけでなく､そのうえ鉛筆で写
した｢日本｣という2字の拓本も見せてくれた｡これらの新しい情報を聞いて､私は本当に驚い
た｡私はこれを見て､ ｢井真成という人物を含む遣唐使墓誌の発見は初めてであるばかりでなく､
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「日本」の国号も墓誌に初めて出てきたもので、 この墓誌は疑いもなく絶対に学術的価値と文化
財的価値があり、 よければ急いで買おう」と貰氏にすすめた。 買氏も勿論、 この墓誌自体の価値
をよく承知していた。 それで、 この墓誌の値段 を交渉し、 最後には信じられないほど安い値段で
購入したのであった。
この墓誌は、 いまでは単に西北大学歴史博物館に収蔵・陳列されている文物の一つであるだけ
でなく、 大学の「館を鎮める宝」という最高の文物になったと言える。 このようなレベルの墓誌
がもし日本で出土すれば、 言うまでもなく「国宝」になるであろう。 しかし、 この墓誌の研究か
ら言うと、 今までこの墓誌をめぐって卜万字以上の論文を発表した私の収穫が一番大きいかもし
れない。 中国では、「水を飲む時は井戸を掘った人 を思う」という諺がある。 それゆえ、 私たち
が井真成墓誌 を研究する時には、 買氏(図1) の功労を忘れてはならない、 と夜、は堅く信じるも
のである。
図1 西北大学歴史博物館の副館長責麦明氏 ただ非常に残念なことに、 墓誌というものは、
直接に墓から出土すべきものであるが、 今回の井
真成の墓誌は、 ショベルカーによる不法工事であ
ったため、その墓はすっかり破壊されてしまった。
墓誌という文物だけでも残ったのは不幸中の幸い
としなければならない。
井真成の墓誌は、 墓誌蓋と墓誌銘(墓誌文とも
言う) というこつの部分から成っている(図2)。
墓誌蓋に豪書で陰刻する文字が12字(図3)、 墓誌
銘に措書で陰刻する文字が171字(図4)、 併せて
183字しかない。 この墓誌葦と墓誌銘の文章は非
山典 『新点制 常に短いものの、 墓誌銘の言葉は簡潔で、要領を得
たものであると言える。 その発見後、 各方面から、 古代の日中文化交流に関する多くの情報が寄
せられて、 古代の長安で死去した唐の日本人留学生の墓誌及びその他の問題を、 今後さらに深く
研究するのに役立つ、 たくさんの新資料が提供された。 この墓誌は、 現在にいたるまで、 唐代に
おける日本人墓誌の初めての発見例であるので、 直ちに日中両国の学界の注目を浴びたわけであ
る。
2004年10月10日の午後、 西北大学は、l挟西歴史博物館で「首次発現唐代日本留学生墓誌新開発
布会(新発見唐代日本留学生墓誌記者会見)Jを開催した。 その後、 西北大学文博学院もまた数
卜人の内外の著名な専門家を招待して、 12月18日、 19日に学院の会議室で「中古時期中外文化交
流学術研討会」を聞いた。 この討論会には専修大学から土屋教授も参加し、 諸氏が積極的に発言、
いろいろな立場から井真成墓誌をめぐる諸問題が検討-された。
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図2 井真成墓誌蓋(上)と墓誌銘(下)
tii!:fj� :王維担/1
図3 井真成墓誌蓋の拓本写真
提供:3:維坤
図4 井真成墓誌銘の拓本写真
提供:王手ft坤
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2　井真成墓誌に関する日本での研究状況
井真成墓誌の研究は､日本では､やはり専修大学と西北大学の共同研究から始まったと言える
であろう｡専修大学は､ 1999年に正式に西北大学の国際協定校となってから､すぐ留学生の派遣
と交換を開始した｡囚年後の2003年夏には､教員相互の学術交流に発展し､はじめて西北大学で
第一回の学術討論会が開催された｡翌2004年夏にも､引き続き西北大学において､ ｢長安都市文
化と朝鮮･日本｣というテーマで学術討論会が開催された｡この会議が終了した翌日の9月1日､
R本側参加者による西北大学博物館の見学の際､副館長貢麦明氏から｢日本｣国号を持つ墓誌が
紹介されたのであった｡この墓誌が過去に類例を見ない遣唐使関連のものであることを確認した
専修大学側は､ 10月2日に西北大学文博学院との間に研究協力の覚書を取り交わし､できるだけ
早いうちにR本で井真成墓誌に関するシンポジウムを開催することを約束した｡西北大学がこの
墓誌の存在と重要さを広く　一･股に公開したのは､すでに述べたように､ 10月10日の午後､陳酉歴
史博物館で開催された｢首次発硯唐代日本留学生墓誌新聞発布会｣である｡事実が証明している
ように､井真成墓誌の写真と拓本が公開されると､瞬く間に日中両国の古代史に携わる研究者の
あいだに大きな興奮と学術的な議論がわき起こった｡
上述のような縁によって､ 2005年1月28日と29日に､東京有楽町朝日ホールにおいて､専修大
学･西北大学共同プロジェクト主催による｢新発見･遣唐使の墓誌をめぐって-1270年の時を
超えて　蘇る遣唐使の夢-｣というシンポジウムを開催することになったのであった｡その時､
目高義博氏(専修大学学長)と荒木敏夫氏(専修大学文学部長､以下肩書きはすべて当時)がは
じめに挨拶され､つづいて方光華氏(西北大学文博学院院長)の｢西北大学での考古学的に発見
された文化財と古代口中文化交流｣をはじめとし､王建新氏(西北大学考古学系主任)の｢日本
留学生と遣唐使｣､王維坤(西北大学国際文化交流学院副院長･教授)の｢井真成の渡唐の歴史
的背景と改名の問題｣､貫麦明氏(西北大学歴史博物館副館長)の｢井真成墓誌に関連する問題
の基礎的研究｣､気賀滞保規氏(明治大学教授)の｢『井莫成墓誌』をめぐる疑問と尚衣奉御｣､
亀井明徳氏(専修大学教授)の｢井真成墓の位置と構造｣､土屋昌明氏(専修大学助教授)の
｢『井真成墓誌』の書道史的意義｣､鈴木靖民氏(国学院大学教授)の｢遣唐使『井真成』とその
出自｣､東野治之氏(奈良大学教授)の｢遣唐使と｢葛井氏｣｣､矢野建一一一氏(専修大学教授)の
｢第十次遣唐使と『井真成』｣､松原朗氏(専修大学教授)の｢唐詩にみえる『日本』｣というタイ
トルで､次々に研究発表が行われた｡その後､誌上発表者の論文を含めて､朝日新聞社より『遣
唐使の見た中国と日本』という一書が出版された(1)｡
この井真成墓誌には､日中両国の友好の交流史が刻まれているからこそ､両国の人々の強い興
味と幅広い注目を呼んだことは是非指摘しておきたいと思う｡ 2005年5月に井真成墓誌が愛知万
博で公開された後､ 7月20日からは東京国立博物館の特別展｢遣唐使と唐の美術展｣に出展され､
図録『遣唐使と唐の美術』も出版された(2)｡それと同時に､人民日報社と朝日新聞社の主催によ
る｢中日文化交流シンポジウム-井真成墓誌と遣唐使文化｣ (日本側テーマ:東アジアの文化
交流を考える)が7月29日に東京で開かれた｡人民日報社の王農社長､朝日新聞社の秋山欣太郎
社長､中国の王毅駐日大使､固務院新聞弁公室の察名照副主任らをはじめ､日中両国の文化人､
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史学関係者､マスコミ関係者ら700人余りが出席｡王毅駐日大便は､シンポジウム開催の祝言に
際し､次のように挨拶された｡ ｢井真成墓誌は中日両国の友好交流史を裏付ける証拠であり､中
日両国の人々による長い友好の縮図でもある｡今､人類史はすでに二一世紀に入り､グローバリ
ゼーションや情報化が日に日に進みつつある｡中日関係をめぐる内的､外的環境にも大きな変化
が起きている｡われわれは｢歴史を鑑とし､未来に向かう｣という精神に基づき､二千年余りに
わたる中日交流史から有益な経験を総括し､広く深い東方文化の中から豊富な栄養分を吸収し､
深い教訓を心に銘記し､当面の困難を克服し､中日関係が早く健全な発展の軌道に戻るよう促し
ていくべきだ｣と強調された(3)｡井真成墓誌の出土は､日中両国の友好交流史を裏付ける証拠で
あるばかりでなく､両国の人々による長い友好の縮図でもあると言える｡
また､東野治之氏の｢葛(藤)井氏｣という学説によって､井真成の故郷とされる大阪府藤井
寺市では､二回にわたって｢井真成市民シンポジウム｣が開催された｡その記録と墓誌研究の最
新成果のほか､井真成を通して日本と中国の魂･心の交流を読み取ろうとすることから､古代の
日中関係を描き出そうとする論文集『遣唐使･井真成の墓誌』が編集されたく4)｡
さらに井真成墓誌は､同年12月2日～11日､故郷とされる藤井寺市に｢里帰り｣し､故郷の
人々約一万人が墓誌を見学した｡同じく四日､卒塔婆に移された彼の魂は､氏寺とされる葛井寺
にて盛大な追悼法要ののち､やっと安住の地をえた､という(5)｡しかしながら､井真成の故郷は
いったいどこにあるのか､その出身地の論争はまだこれからも続いていくに相違ないと思われる｡
なぜならば､これは結局のところ学術的な問題であるからだ｡一日も早い考古学的発掘の新資料
出現に期待したい｡いずれにしても､大阪府藤井寺市で井真成という歴史上の人物をめぐって
色々な行事が行なわれたことは痛快であった｡このことから見れば､井真成を尊敬する市民の気
持ちがよくわかる｡これは言うまでもなく､藤井寺市の人々の日本古代の伝統的な文化に対する
重視と熱意を十分に反映したものと言えるだろう｡
3　墓誌の｢贈尚衣奉御｣という表記
墓誌を研究する際､まず注意すべきことは､墓誌の文頭の書き方である｡文頭の書き方が違う
と､墓主の性格も異なってくる｡実際､日本では気賀揮保規氏が墓誌と墓誌蓋の書き方と内容を
子細に観察して研究している｡ここで私が指摘しておきたいのは､気賀揮氏が初めて｢贈尚衣奉
御｣の書き方に注目されたという点である｡その文章によると､ ｢ただ､石面の左側4分の1､ 4行
分ほどが空自であった｡また蓋や墓誌で本人を表現するのに､ ｢贈尚衣奉御---｣と始められて
いる｡普通の表記であれば､贈の字を取り｢唐(大唐)故尚衣奉御--｣となる｡この違いはど
うしたことだろうか十6)と述べられている｡気賀揮氏の疑問に対して､現地でたくさんの墓誌の
実物資料を観察するとともに､いままで収録･編集されたさまざまな墓誌の報告書と書物をじっ
くり読んで､有利な証拠を幾つか兄いだした｡中国出土の唐代墓誌の数はかなりの量にのぼり､
いままで未発表の墓誌を含む総計は､少なくとも一万点を超える｡気賀揮氏が編集された『唐代
墓誌所在総合目録』 (7'は､ 7600点以上の墓誌の名称と所在を収録している｡とにかく､井真成墓
誌の比較研究には､これらの墓誌を多く見ていかなければならない｡
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その一､ ｢石面の左側4分の1､ 4行分ほどが空白であった｣ということは､珍しいことではなく､
｢九姓実験契芯李中郎墓誌文｣(H)など､同様の例を挙げることができる｡この点は､すでに石見
活裕氏が書かれた｢入唐日本人｢井真成墓誌｣の性格をめぐって｣という論文に指摘があり､私
も賛成である｡この論文については､私と楊潔氏と共同で翻訳し､西北大学の『周秦漢唐文化研
究』という雑誌に中国語で掲載した`～))｡
その二､墓誌と墓誌蓋にそれぞれ｢贈尚衣奉御井府君墓誌之銘｣と｢贈尚衣奉御井公墓誌文井
序｣と書かれていたことは､いずれも正確であり､ ｢唐(大唐)故尚衣奉御-･-｣とは絶対に書
かれないと思われる｡例えば､その第一の例は､考古発掘された鮮干庭請の墓誌蓋に｢入唐故鮮
子将軍墓誌｣とあり､その墓誌銘には｢大唐故雲魔将軍右領軍衛将軍上柱国北平県開国公贈右領
軍衛大将軍鮮干公墓誌銘井序｣川''とある｡第二の例は､曹景林の墓誌蓋に｢大唐故贈楊州大都
督曹府君墓誌之銘｣とあり､その墓誌銘には｢唐故雲麿将軍左龍武軍将軍知軍事兼試光禄卿上柱
国誰郡開国公贈楊州大都督曹府君墓誌銘井序｣とある｡もっとも重要な第三の例は､隔巨西董夫人
の墓誌蓋に｢唐故障巨西董夫人墓誌｣とあり､その墓誌銘には｢唐故贈靴西郡夫人董氏墓誌銘井序｣
(ll)とある｡以上の三つの例からはっきり分かることは､いずれにしても｢故--･｣という官位
を書けば､墓主が生前にこの官職に就いたことを表明し､もし｢贈--･｣という官位を書けば､
この墓主がそれを死後に贈られた､ということが明らかである｡だからこそ､両者の間には本質
的な差異と区別が存在していて､絶対に二が合して-となることはできないのである｡このよう
な書き方で陰刻されている｢故--｣と｢贈--･｣の墓誌文は､墓主の官職が生前に任命された
のか､それとも死後に追贈されたのかを現代の考古学者が判断する重要な尺度であり､第一級の
考古学的資料となる(lL''｡
4　井真成と｢贈尚衣奉御｣の性格
｢尚衣奉御｣という官職は､隔唐時期の｢尚衣局｣の下の一種の職事官であった｡同時に｢六
尚｣という職事官の一つでもあった｡ ｢六尚｣とは､即ち｢尚食奉御｣ ｢尚薬奉御｣ ｢尚衣奉御｣
｢尚舎奉御｣ ｢尚車奉御｣ ｢尚輩奉御｣のことで､三番目の位置にあり､かなり権力があったと忠
われる｡李隆基撰､李林甫注の『入唐六典』巻11の記載によると､ ｢尚衣局､奉御二人､従五品
上なり｡ ---情の門下省に御府局監二人有り｡大業三年(607)､分かれて殿内省に属す｡其の後
又改めて尚衣局と為し､皇朝は之に因る｡龍朔二年(662)､改めて奉菟大夫と為し､威亨元年
(670)､旧に復す｡ --尚衣奉御は､天子の衣服を供するを掌る｡其の制度を詳らかにし､其の
名数を排じ､而して其の進御に供す十13)とある｡このことから､ ｢尚衣奉御｣の主な責務は､
｢天子の衣服を供するを掌る｣ことであったということがよくわかる｡しかし､ ｢贈尚衣奉御｣と
あることから見ると､井真成が生前にこの役人にならなかったばかりでなく､死後に贈られた--一
種の名誉官職であったことは明らかである｡
注目に値することは､唐の玄宗李隆基の在位期間(712-756)には､ ｢尚衣奉御｣の任用制度が､
以前と比べれば大きく変化したことであった｡例えば､唐の玄宗の30人の息子の中では､ ｢尚衣
奉御｣になった皇子は一人もいなかったのである｡その時､皇后の妹の夫である長孫析(14)が､
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なんとこの｢尚衣奉御｣というポストに就いていたので､皇子を含む皇室貴族が｢尚衣奉御｣に
昇進する官職に就くことは､いつの間にか厳しくなっていたのであった｡このことから見れば､
身分の低い下級官吏が､唐の玄宗の在位期間に従五品上の｢尚衣奉御｣に昇進することはたいへ
ん難しかった｡まして井真成は日本から来た一介の留学生であればなおさらであった｡
もし井寅成が確かに717年に第九次遣唐使同に随って入唐したのであれば､ 734年の不慮の死ま
で､彼は長安に17年間滞在したことになる｡ここで想われるのは､井真成が青年のときに死去し
なければ､彼は､結局何年まで長安に滞在したのであろうか?　最終的には唐朝でどのくらいの
官職まで昇進したであろうか?　さらには､彼は日中の文化交流に対してどのくらい貢献をした
であろうか?　という点である｡これは誰も言い当てることはできない｡私の考えでは､少なく
とも｢我が朝の学生の名を唐国に播むる者は惟だ大臣(吉備真備)及び朝衡(阿倍仲麻呂)二人
のみ｣(15)という二人だけではなく､たぶん井真成をもそこに考慮しなければならなくなったで
あろう｡
以上に述べた通り､井真成が長安に滞在した期間は､唐の玄宗の在位期間であったばかりでな
く､ ｢尚衣奉御｣の官職に昇進することが最も困難な特殊な時期でもあった｡これによって､井
共成は生前に一度も｢尚衣奉御｣という官職になれなかったことは､決して彼の能力の問題では
なく､当時の職位に空映(空きポスト)のなかったことが原因であった､と私は見ている｡ここ
で井真成の人柄をあえて推測するならば､無名の日本人留学生井真成の死は､唐の玄宗李隆基に
対し悲傷の感を与えると同時に､ ｢迫崇するに典有り｣という唐代の喪葬儀礼を行なわせたので
あった｡このような情況は､唐の玄宗が井真成の生前の人柄と才能を高く評価していただけでな
く､二人の人間関係もかなり親密であったことが反映していると思われる｡さらに言えば､二人
の間のこのような親密な関係の成立は､井真成の17年にのぼる長安滞在と｢強学不倦｣という､
一生懸命に勉強する精神及び才能のはなやかさと関係があったと思われる｡そうでなければ､井
真成墓誌に陰刻されている｢皇上は哀傷し､迫崇するに典有り､詔して尚衣奉御を贈る｣という
墓誌銘文が説明できない､と考えるものである(16)｡
5　井真成という中国風の姓名
井真成という名前は､この墓誌の記録以外に､日中の古典籍のどこにも書かれていないので､
検証のしょうがない｡三省堂の『コンサイス人名辞典』の紹介によると､日本の歴史上では､
｢井｣字と関連をもつ姓氏は｢復姓｣と｢多姓｣だけであり､一字の｢単姓｣はないのである｡
そのうち､よく見られる姓氏は､ ｢井上｣ ｢井口｣ ｢井之口｣ ｢井野｣ ｢井野辺｣ ｢井原｣ ｢井伏｣ ｢井
堀｣ ｢井元｣ ｢井戸｣ ｢井手｣ ｢井出｣ ｢井田｣ ｢井伊｣ ｢井沢｣ ｢井関｣など16個の姓氏があるが､
｢井｣姓はない(17)｡しかしながら､ ｢井｣姓は中国においては､たいへん古い起源を持ち､中国
の古代天文学と関連がある｡いわゆる｢井｣は二十八星宿の一つであり､天文の分野説では陳北
(陳西省の北部)一一一一帯にあたる｡だからこそ､上古三代に妾姓の井族がいた｡西周時期に､こう
した井姓の｢望族｣ (由緒ある家柄)は古代の周原地区(即ち､現在の陳西省岐山県と扶風県)
に集中的に分布していた｡現在にいたるまで､ ｢井｣姓の人々の居住地域は､以前と同じように
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陳西省と遼寧省に分布しており､この両省の｢井｣姓は､全国の｢井｣姓の五分の三を占めると
言われている｡こうしたことから､いままで管見に及んだ日本人の姓氏資料から考えると､井真
成の名字は､明らかに古代の日本風の名字ではなく､おそらく彼が長安に来てから､自ら好きな
中国風の名字に改名した､と私は考える｡
しかし､日中の学界では､この井真成の改名について､いろいろな見方が提出されている｡は
じめに出てきたのは､大別すると､ ｢井上説｣ ｢葛井説｣ ｢唐名説｣という三説である｡それ以後､
さらに三つの説が増えた｡つまり､ ｢情真誠説｣､ ｢九州王朝説｣､ ｢和姓説｣という学説である｡
これまで､合わせて六つの学説が次々に登場したことになる｡
第一の説は､鈴木靖民教授の｢井上説｣を代表とする｡すなわち､ ｢｢井｣という中国姓は､現
在の大阪府藤井寺市一帯を本拠とした渡来系の｢井上忌寸(いみき)｣の一族ではないか｡一族
の中でも特に優秀で､コネもあったのだろう｣(lH)と述べている｡
第二の説は､東野治之教授の｢葛(藤)井説｣を代表とする説｡つまり､ ｢ただ｢井｣という
姓は､口本姓を省略して名乗っているはずだから､この字のつく氏族の出身者だったことは分か
る｡そこで､想起されるのは､ 7世紀末から8世紀前半にかけて､遣唐使少録､遣新羅便､遣唐留
学生などを輩出した葛井氏の存在である｡この一族は渡来系で南河内の葛井寺付近を根拠地とし､
もと自猪氏といった｡一族の中に古くから葛井を名乗るものがあったらしく､和銅ごろの人とし
て葛井諸会が､白猪広成とならんで『経国集』に見える十19)と述べている｡最近､東野治之教
授は､あらたに『遣唐使』 (岩波新書)という本を出版し､いまでも変らずに｢この墓誌で､公
表当時から最も話題を呼んだのは､主人公の｢井真成｣とは何者かということだった｡遣唐使節
や留学生は､唐で名乗る中国風の名を用意して涯唐した(拙著『遣唐使船』)｡私は｢井真成｣を
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葛井真成の唐名だと考える｣という学説を堅持している(2O'｡
第三の説は､ ｢唐名説｣である｡井真成という唐の日本留学生は､入唐してから､中国風の
｢唐名｣に改名した､と私は推測する｡井真成は結局｢井上氏｣の出身であるのか､それとも
｢葛井氏｣の出身であるのか､私は上述した二つの可能性をまったく否定するものではないが､
井真成の改姓はたぶん｢井上｣とも｢葛井｣とも直接に関連がなさそうである｡すなわち､鈴木
靖民教授の見方の場合は､ ｢井上｣姓の下の｢上｣をとるべきであり､東野治之教授の見方の場
合は､これと反対に｢葛井｣姓の上の｢葛｣をとるべきである｡この点から分析すれば､両者の
改名には明らかに一定の規則はない｡思うに､井共成の名字は､元々の名前とは関係がなく､自
ら好きな｢唐名｣に改名したのであろう､と私は推測する｡実際､それ以前の隅の腸帝の大業三
午(607)には､階の人々が遣隔使の名字について音訳を行なっていたようである｡例えば､当
時､隔の人々が(小野)妹子を｢蘇因高｣と呼び､ (難波)雄成を｢乎那利｣と呼んでいたので
ある｡注向栄氏と夏応元氏の研究によると､遣惰便の大便の｢蘇因高｣という名前は､妹子(イ
モコ)の日本語の音訳であり､ ｢乎那利｣という名前は､雄成(ヨナリ)の日本語の音訳である
(21)｡唐代に至っても､遣唐使･留学生･学問僧たちは､みずから自分の名前をつけるのに熱心だ
ったように思われる｡例えば､阿倍仲麻呂(仲満)の中国名｢朝(晃)衡｣は､彼自身が自分の
ためにつけたものである｡ 『旧唐書』巻119上｢東夷列伝｣の記載によると､ ｢其の偏(副)便朝
臣なる仲満は､中国の風を慕って､因って留まり去らず､姓名を改めて朝衛と為す｣(22'とある
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のは､そのことである｡こうしたことから､井真成の名前は､古代の日本風の名字でないとする
ならば､阿倍仲麻呂の状況と同じく､彼自身が自分のために改名した中国風の名字-井真成だ
ったと推測できるのである｡これは､正に拙論の｢唐名説｣の根拠となる｡また､西北大学歴史
博物館の貫麦明副館長は､ ｢井の姓は中国に到着してから､つけたものであり､真成の名も漠名
であり､日本名ではない｣と考えている(23㌧王建新教授は､ ｢井真成は､たぶん中lxjでつけた姓
名であり､阿倍仲麻呂の中国姓名の朝衝のようであるが､日本の原姓名の可能性もある｡ --･原
名は井上真成である｡中国の呼び方によると､たぶん姓は井､名は上､字は真成と呼ばれていた
のである｡誌文の中に姓と字だけがあるが､その名を省略した｣(2/1)と述べている｡しかし､か
りに井真戊の名字が中国の名字とすれば､上述の｢姓は井､名は上､字は真成と呼ばれていた｣
ことは明らかに存在しないと思う｡王建新教授の説は､大体､鈴木靖民教授の説に近づいている
が､まったく同じとも言えない｡
なお､ -一般的に言えば､改名はしやすいが､改姓はかなり難しい｡ここで､もう一つの例を挙
げたいと思う｡つまり､藤原馬養父子の入唐と改名の問題である(25)｡ 『大日本史』 ｢宇合列伝｣
の｢藤原字合｣は､第九次遣唐使の副使となった｢藤原馬養｣のことであり､江向栄･夏応元両
氏の考証によれば､ ｢字合､或いは馬菱と為す｡ 『尊卑分泳』に日わく､ ｢唐より帰りて､改めて
手合と名づく｣と｡宇合､馬善は音訓相通ず十26)とある｡ここで､私は次のように想像する｡
副使の｢藤原馬養｣は｢藤原｣の姓をそのままにし､ ｢宇合｣と改名できるけれども､それでは
彼と一緒に唐に行った井真成は､改姓のしょうがないはずであろう｡少なくとも｢井上｣或いは
｢葛井｣の姓氏から直接に改姓したものではないと思う｡
私は､ 2006年9月15日に｢唐日本留学生井真成改名新証｣という原稿を書いて『中国文物報』
に発表した｡管見では､唐時代の日本人で｢井｣という姓を持つ人物について､いままで二つの
例を捜すことができた｡井真成以外に､もう一人の｢井嫌替(せいきゅうたい)｣という人物が
存在したのである｡この人は下痢のため唐時代の揚州で死亡した､第19次遣唐使船の船師佐伯金
成の使従であった｡このことは､円仁の『入唐求法巡礼行記』の唐開成3年(日本承和5年､ 838)
8月18日条に明らかな記載を残している｡ここで注目すべきは､井真成とか井様替とか､彼らの
改名は､何れも遣唐使と関係があったらしいことである｡私の推測に間違いなければ､二人の改
名は､たぶん阿倍仲麻呂の状況と同じように､入唐してから､中国の唐名風を慕って､自ら改名
したのであって､元々の日本の名前とは関係がなさそうに思う｡これが､私の唐代日本留学生井
真成の改名に関する新証である'27)｡
第四の説は｢情真誠説｣である｡これは､中日関係史学会副会長張雲方氏が提出した説である｡
彼によれば､ ｢｢井真成｣は､この日本人留学生の中国名であり､ ｢井｣姓はたぶん唐の皇帝から
賜った姓だと思う｣という｡なお､ ｢阿倍仲麻呂の｢朝衡｣は､元の名前と関係がない｡ ｢朝衡｣
には､実際は永遠に唐の朝廷を拝し､朝貢するという意味が含まれていると思われる｡ ｢井真成｣
もひょっとすると｢情真誠｣ (｢情｣と｢井｣は中国語の発音が似ている)という意味が隠されて
いるのかも知れない｡現在までのところ､現存する史料の中には､ ｢井真成｣という名前は見つ
かっていない｡しかし､死亡した年から逆算すると､生まれた年は699年であることは間違いな
い｡｣と推測している(洲｡実は｢井真成｣の｢井｣の中国語の発音は｢jing｣であり､ ｢情真誠｣
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の｢情｣の中国語の発音は｢qing｣である｡両者の発音が似ているとは言えないと思う｡さらに､
中国の『百家姓』の中に｢情｣姓は存在しないようである｡
第五の説は｢九州王朝説｣である｡これは､古代史学の会事務局長の古賀達也氏が提出してい
た説である｡即ち､ ｢｢井｣という姓が日本に存在することから､文字通り｢井(せい)｣さんで
はないかという意見も出されています｡古田氏もこの｢井｣という姓に注目されています｡電話
帳で調べた結果では､熊本県に圧倒的に濃密分布しています｡中でも産山村･南小国町･一ノ宮
町が濃密です｡この分布事実は九州王朝説の立場からも大変注目されるところです｣と述べて
いる洲｡
第六の説は､ ｢和姓説｣である｡これは､ ｢越境の会｣の諸氏が提出していた説である｡つまり､
｢日本の学会では､ ｢井｣という姓をめぐって､和姓の一部を中国姓としたとする説が有力になり､
元の和姓について､ ｢葛井｣､ ｢井上｣､ ｢自猪｣などの説が出された｡また､ ｢井東成｣の出身地は､
現在の藤井寺市であると確定的に報道されている｡｣ ｢室伏氏を中心とした｢越境の会｣の主張は､
極めて明快である｡すなわち､ ｢井真成｣の姓｢井｣は､中国姓に倣って一字姓に変えた｢井
(-セイ)｣ではなく､和姓の一字姓｢井(-イイ)｣であり､ ｢井真成｣は(イイマサナリ)とい
う名前であったとするものである｡それでは､ ｢井(-イイ)｣姓の日本における分布はどうなっ
ているのか｡本書第四章の白名一雄氏の調査によると､非常に興味深い結果が示されている｡全
国の｢井(-イイ)｣姓の約半数は熊本県に集中している｡さらに､熊本県の中でも阿蘇郡､特
に｢産山村｣が最も多いのだ｡この観点からすると､ ｢井真成｣の故郷は藤井寺市ではなく､熊
本県阿蘇郡産山村と考える万が理にかなうことになる十洲と紹介している｡
6　潅水の東原墓地について
長安で客死した異国人の埋葬習俗については､貫麦明副館長の所説によれば､ ｢死者は涯水園
原に埋めた｡潅水は唐の長安城の乗にあり､東方の故郷に向かう｡ ･--1955年､西安市西郊土門
村で出土した威通15年の『蘇諒妻馬墓誌銘』の後半部は即ち､ベルシア婆羅鉢文(恋文)で書か
れ､その故郷は西方にある､故に墓は長安城の西部にあることが証明できている｡このことから
見ると､当時の風俗の中に客死した異国人の喪葬習俗がわかるのであるJ'3日とある｡もしこれ
によって推測すれば､東方異国人の墓は唐の長安城の東部､西方異国人の墓は唐の長安城の西部､
北方異国人の墓は唐の長安城の北部､南方異国人の墓は唐の長安城の南部に埋めることになる｡
この研究方法と大胆な推測は､賛成できそうに思われるが､この観点は､いままで発掘した考古
学の新資料では実証されていない｡ 2000年5月､ 2003年6月及び2004年4月に､陳西省考古研究所
と西安市文物保護考古所は､前後して西安市北邦で北岡の安伽墓(32)､史君墓及び康業墓(33)を発
掘した｡安伽墓は西安市北郊の末央区大明宮郷坑底寒村の西北約300メートルのところにあり､
北周の都から東に約3.5キロメートル離れている｡史君墓は北周の都から束に5.7キロメートル離
れている､安伽墓からは東に約2.2キロメートル離れている｡廉業墓は安伽墓の北約150メートル
のところにある｡上述のような推測によれば､これらソグド人の故郷は北周の都の西にあるのに､
この3基の墓葬はいずれも北周の都の乗に埋葬し､北周の都の西に埋葬しなかった､ということ
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になる｡したがって､上述の貫氏の埋葬の観点は成り立ちにくいと私には思われる｡
7　墓誌銘の空自
最後に私が述べたいのは､貫麦明副館長がもう一つの問題に注意をはらったことである｡即ち､
｢墓誌文の後に空自西行があり(表1井真成墓誌銘の配置)､空自を空けて外国文字を刻みつける
はずであったのだろう｡ここで日本の文字を刻みつけていないのは､時間的に間に合わなかった
のか､あるいは文字が日本語だったので､翻訳できなかったのか､なにか他の原因で刻みつけて
いないのか､何らかの理由があったのだと思われる_巨}4)と述べている｡周知のように､ 7世紀頃
の口本では､相変わらず｢無文字､惟刻木結縄十二う5)という記事の歴史発展段階にあたるのであ
る｡しかし､日本の考古学的発見から見ると､この『隔吾』の記載は成り立たないと思われる｡
例えば､ 1978年､埼玉県行田市稲荷山古墳から出土した｢辛亥年｣銘鉄剣である｡鉄剣には鮮や
かな金象軟の115文字が刻み込まれていた｡この鉄剣銘の発見によって｢古代社会と文字のはじ
まり｣の議論は学界内外で大いに沸騰したのである｡この鉄剣の発見は画期的な旧来事だったと
許してよい｡実際､稲荷山鉄剣発見から十年を経た1988年､千葉県市原市稲荷台1号境から､ ｢王
賜｣に始まる銀象軟7文字の銘文を持つ鉄剣も出土した｡この銘文は古代国家形成期における王か
らの｢下賜刀｣の典型的文型と考えられる｡ 5世紀半ばという鉄剣の年代から､この銘文は日本
で書かれた最古のものとされた｡さらに､ 2-4世紀ごろの土器などに1文字または数文字が記さ
れていた事例もある｡これらの　一つないし二つの文字は､文章をなしていない点からいえば､や
はり文字のはじまりの問題とは一線を画して考えるべきである｡中国や朝鮮半島と緊密に交流し
ていた列島各地で､鏡や銅銭などに記された文字が漢字として認識されていたのか､あるいは一一一
種の記号･文様としてとらえられていたのか､それは明らかでないが､未知の文物として日本人
に強い印象を与えたのは間違いないだろう｡文字を持たなかった日本では､中国と外交関係を結
んだ時点ではじめて漢字･漢文による外交文書が作成されたo　それが日本列島における文字のは
じまりと言われている`:i`-■｡換言すれば､ 7世紀頃の口本では､文字が多量に存在しても､すべて
中国の漢文に学んだ文字であろう｡甚だしきに至っては､ 712年の『古事記』､ 720年の『日本書
紀』､及びそれ以後の『続日本紀』は､すべて漢字･漢文で書かれた書物である｡したがって､
734年に刻まれた井真成墓誌には､明らかに｢空白を空けて外国文字を刻みつける｣などという
問題は存在していないのである｡そのうえ､ ｢安宿手長楽原｣の異国人に属する｢故九姓突厭契
芯李中郎贈右軍衛大将軍墓誌文｣の墓誌銘の後にも空自3行があるのである(表2)｡井真戊と九
姓突厭契芯李中郎はいずれも異国人であるので､墓誌の中で出現している同じ書き方それ自身が､
無言の答えと最有力な反証となるに相違ない｡最近､私は､空白5行の入唐徳業寺亡尼墓誌(37㌧
空自7行の大同敗亡宮三品墓誌(図5･図6と表3) (3別と入唐故夫人(張令間の妻)蔵墓誌銘`二桝な
どの考古学資料を兄いだした｡もちろんほかの例もあるはずであるり(I-｡このことから判断する
と､墓誌銘の後ろに空自3行或いは4行､ 7行を空けているのは､ ｢空自を空けて外国文字を刻みつ
ける｣ということが原因ではないことがわかる｡
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表1 【井真成墓誌銘の配置】
9　　8　　7
この｢馳醇上岡｣の牌は｢身｣偏に､磐の卜が｢中｣､下が｢1う｣｡すなわち｢精｣ (招碑の｢へい｣)の異体字で
あり､その意味は上回に馳せ鴨う(さっそく､招耳射二応ずる)ということを表示すると､東野治之教授は考えてい
るがり1-､この理解はおそらく間違いではないかと思われる.この字を拡大してみると､実は馳鰐(ちてい)の
｢騨｣という字である｡そうすると､その意味は､きっそく招碑に応ずることではなく､急いで卜国(唐の長安)
に行くことを表すことになるのではなかろうか｡
表2　【九姓突厭契右李中郎墓誌銘の配置】
10　　9　　8　　7　　6
( 3O )利率)からみた井其成墓誌の発見と最新研究(王)
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図5　大周故亡宮三晶墓誌蓋(長安3年703年)
この墓誌蓋は覆斗形(台形)を呈し､一辺の長さは47.1センチ､厚さは8.6センチであり､墓誌
銘は一辺の長さが51センチ､厚さは9.9センチである｡
表3　【大周故亡宮三晶墓誌銘の配置】 ･図6　大周故亡宮三晶墓誌銘
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